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 要  旨 
原子力発電所や大規模化学プラント内，大型ビルや倉庫などは，現在，我々の生活を支えるた
めに欠かすことのできないものとなっている．そのような巨大で複雑な施設では，センサの誤報
や欠報を防ぎ，安全性の高い監視システムが求められる．従来のセンサシステムに，固定型セン
サシステムや移動型センサシステムがあるが，それらで安全性の高い監視システムを構築すると，
コスト面などで問題が生じてくる． 
そこで，従来のセンサシステムの問題を解決する可能性のある自律移動型センサシステムに着
目し，アリ型センサ群システムが提案された．対象領域全体の均一監視の実現，局部集中監視を
必要とする二つの状況を設定し，それぞれの状況で適したセンサ群の制御方法が示されている． 
しかし，それらでは，対象領域内で 1 箇所の異常が発生した状況しか想定していない．現実を
考えると，例えば原子力発電所内では，異常が複数箇所で生じたりするなど，より複雑な状況が
存在するはずである．そこで本研究では，監視対象領域内をアリ型センサ群により監視を行って
いる状況で，異常が複数箇所で発生した場合の適切なセンサ制御について考える．すなわち，総
期待損失を最小にするという意味で，各異常箇所へ集まるセンサ数 n ，異常の判定を行う最小
センサ数 k の最適な組み合わせを，各異常箇所で求めるためのアルゴリズムを示す．センサは異
常箇所で k-out-of-n システムによる判定を行うとする． 
はじめに，アリ型センサ群システムによる判定に k-out-of-n システムを利用した場合の，誤報，
欠報，及び他領域でのセンサの欠報による期待損失を求める式を導入する．そして，対象領域内
で 1 箇所， 2 箇所， 3 箇所の異常が短時間の間に連続して発生した場合を想定し，それぞれ
数値シミュレーションにより，最適な n ， k の組み合わせを，各異常箇所でそれぞれ求めた． 
2 箇所発生した場合は 1 箇所発生で求めた最適な n ， k の組み合わせを利用して， 3 箇所
発生した場合は 2 箇所発生した場合で求めた最適な組み合わせを用いて，各異常箇所での最適
な組み合わせを求めることができる．さらに，対象領域で異常が t 箇所発生した場合を想定し， 
(t-1) 箇所目までの最適な組み合わせを利用して各異常箇所での最適な n ， k の組み合わせを
求めるアルゴリズムを示した．最後に，本論文のまとめと考察を行った．途中，感度分析を行い，
総期待損失を求める式が，各パラメータによりどのような影響を受けるかを調べた． 
  
